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一一三四五

は
じ
め
に
（
幻
巻
三
号
）

水
道
事
業
の
主
体
と
し
て
の
市
町
村
の
責
任
（
本
号
）

民
間
活
用
に
つ
い
て
の
法
律
上
の
限
界

私
的
主
体
の
監
督
1
1
1行
政
契
約
の
活
用

お
わ
り
に
l
l
l残
さ
れ
た
課
題

水
道
事
業
の
主
体
と
し
て
の
市
町
村
の
役
割

一
本
章
の
目
的

本
稿
で
は
、

第
三
章
及
び
第
四
章
に
お
い
て
水
道
事
業
の
委
託
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
法
的
規
制
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
分
析
す
る
が
、

本

章
で
は
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
第
三
章
及
び
第
四
章
の
理
解
に
必
要
と
思

わ
れ
る
限
り
で
、
ド
イ
ツ
の
水
道
法
制
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、

水
道

事
業
の
主
体
と
し
て
の
市
町
村
の
役
割
に
つ
い
て
、
州
法
に
お
い
て
多

（必
）

様
な
規
律
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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と
こ
ろ
で
、
水
道
事
業

（公
の
水
道
事
業
）
に
関
す
る
立
法
は
、
完

全
競
争
型
競
合
的
立
法
で
あ
る
た
め

（基
本
法
七
二
条
三
演
、
七
四
条

一

（必）

前三
三
号
）
、
連
邦
に
よ

っ
て
規
律
が
な
さ
れ
た
場
合
（
具
体
的
に
は
連

邦
水
管
理
法
五

O
条

一
項
）
で
あ

っ
て
も
、
州
の
離
反
立
法

（〉
σ5
－－

n
y
E岡
田向
巾
明
器
開
巾
宮
田
町
含
『

E
ロ号『
）
が
容
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以

下
で
は
、

ニ
O
O九
年
改
正
水
管
理
法
を
ま
ず
は
見
た
上
で
、
そ
れ
に

離
反
す
る
各
州
水
法
を
検
討
す
る
。

以
下
の
分
析
に
関
し
て
簡
単
に
概
略
を
一不
す
と
、
次
の
よ
う
に
な

る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
公
の
水
道
事
業
は
市
町
村
が
実
施
す
る
こ
と
と
解

さ
れ
て
い
る
が
、
連
邦
法
上
は
原
則
と
し
て
実
施
し
て
も
し
な
く
て
も

良
い
。
そ
の
上
で
、
実
施
を
義
務
付
け
る
川

（
生
存
配
慮
を
理
由
と
し
た）

公
の
水
道
事
業
を
義
務
的
自
治
事
務
に
す
る
州
水
法
、

山

「
公
の
施

設
」
で
あ
る
公
の
水
道
事
業
の
準
備
等
を
す
る
義
務
を
市
町
村
に
課
す

四
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研

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
問
委
託
の
統
制

究

市
町
村
法
が
、

同
市
町
村
に
よ
る
運
営
を
禁
止
す
る
市
町
村
法
の
経
済

条
項
と
衝
突
し
て
い
る
。

二
生
存
配
慮
の
任
務

ド
イ
ツ
に
お
け
る
水
道
事
業
の
主
体
に
つ
い
て
考
察
す
る
手
掛
か
り

（
灯

）

は
、
ま
ず
は
、

二
O
O九
年
に
改
正
さ
れ
た
連
邦
水
管
理
法
の
五

O
条

一
項
と
水
道
事
業
の
沿
革
に
求
め
ら
れ
る
。

連
邦
水
管
理
法
五
O
条

一
項
は
、
「公
衆
の
た
め
の
水
道
事
業

（公

の
水
道
事
業
）
は
、
生
存
配
慮

（U
g巾
5
2
R
g『向
巾
）
の
任
務
の
一
つ
で

あ
る
o
」
と
定
め
て
い
る
。
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
公
衆
の
た
め

の
水
道
事
業
」
と

「生
存
配
慮
」
と
い
う
二
つ
の
概
念
の
意
義
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
に
、
日
本
に
お
け
る
水
道
事
業
に
類
似
す
る
「
公
衆
の
た
め
の

（
必

）

水
道
事
業
（
公
の
水
道
事
業
こ

の
意
義
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま

ず

「水
道
事
業
」
に
は
、
飲
料
用
水
及
び
雑
用
水

（切
E
ny
g由児
『）

の
取
水

（E
E
qロ
）、
集
水
（
ω出回目白色
ロ
）、
消
毒
（
河
包
吉岡

g）、
浄
化

（〉口町
F
R巳
窓
口
）
、
供
給
（
切
2
2室内＝
g）、
タ
ン
ク

へ
の
貯
水

（∞司色目

円

E
qロ
）
、
転
送

（巧
岳

E
a百戸
）
、
送
水
（
N
Z

－azロ
）
及
び
配
水

（〈
号

待
辛
口
）
並
び
に
飲
料
用
水
及
び
雑
用
水
の
消
費
者
へ

の
供
給
（
給
水
）

（

ω） 

が
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
水
道
事
業
が

「公
」
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
公

（

ω） 

衆
に
資
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
企
業
が
農
業
や
食
品
産
業
の

（
日

）

た
め
に
水
を
自
給
す
る
場
合
は
、
公
の
水
道
事
業
に
該
当
し
な
い
。
こ

の
水
道
事
業
の
収
益
率
の
高
さ
の
認
知
な
ど
を
背
景
と
し
て
、

多
く
の
市
町

村
に
よ

っ
て
水
道
事
業
が
引
き
受
け
ら
れ
て
い
っ
た
（
一
九
O
七
年
に
は
、

（
幻

）

近
代
水
道
の
九
O
%
以
上
を
公
共
団
体
が
経
営
し
た
と
さ
れ
る
）
）。

ま
た
、
質
・

量
共
に
十
分
な
公
の
水
道
事
業
を
持
続
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
市
町
村
の
領
域
に
住
む
人
々

の
健
康
及
び
相
略
の
生
活
の
形
成

（
見

）

に
と
っ
て
決
定
的
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
連
邦
水
管
理
法
の
文
言
及
び
水
道
事
業
の
沿
革
を
背

（
日

）

（

ω）

景
と
し
て
、
学
説
や
裁
判
例
は
、
公
の
水
道
事
業
を
、

市
町
村
の

（生

本
配
慮
の
）
任
務
の
一

つ
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
公
の
水
道

事
業
は、

一
般
に
、
基
本
法
二
八
条
二
項

一
文
の
意
味
で
の
地
域
的
共

同
体
の
事
項
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
基
本
法
二
八
条
二
項

一
文

（
引

）

の
意
味
で
の
市
町
村
の
自
治
事
務
と
し
て
分
類
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
伝
統
的
な
事
務
の
分
類
に
応
じ
る
よ
う
に
、
幾
つ
か
の
州
で
は
、
州

市
町
村
法
上
、
明
文
で
公
の
水
道
事
業
を
市
町
村
の
固
有
の
任
務
領
域

（
位

）

の
一
つ
と
み
な
し
て
い
る
。

学
説
や
裁
判
例
が
以
上
の
よ
う
に
公
の
水
道
事
業
を
市
町
村
の
自
治

事
務
と
理
解
す
る
一
方
で
、
連
邦
法
上
は
公
の
水
道
事
業
を
誰
が
行
う

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
定
め
は
な
い
。
二

O
O九
年
に
改
正
さ
れ

た
連
邦
水
管
理
法
も
、
先
に
見
た
五

O
条

一
項
が
、
「
公
衆
の
た
め
の

水
道
事
業

（公
の
水
道
事
業
）
は
、
生
存
配
慮
の
一
つ
で
あ
る
。
」
と
定

（
臼

）

め
る
の
み
で
あ
り
、
公
の
水
道
事
業
が
公
的
任
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
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れ
に
対
し
、
八ム
の
施
設

（
病
院
、
保
養
所
、
刑
務
所
、
営
舎
、
空
港
、
ア

ウ
ト
パ
1
ン
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
等
）
の
自
己
供
給
は
、
公
の
水
道
事
業
で

（
臼
）

あ
る
。
第
二
に、
「
生
存
配
慮
」
の
意
義
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
切

（
日

）

F
3
5
0止
に
由
来
す
る
生
存
配
慮
は
、

一
般
に
、
全
住
民
の
有
意
義

な
生
活
の
た
め
に
必
要
な
基
本
的
供
給

5
2
E
5
3
2宮
口
問
）（
こ
れ

に
は
財
産
供
給
と
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
含
ま
れ
る
）

と
い
う
、

公
益
指
向
の

供
給
を
含
む
概
念
で
あ
る

（こ
こ
か
ら
、
生
存
配
慮
は
例
え
ば
公
の
水
道

（
日
出
）

事
業
に
よ
る
常
時
供
給
と
い

っ
た
よ
う
な
、
そ
れ
自
体
と
し
て
継
続
的
任
務

（
日

）

を
も
意
味
す
る
）。

他
方
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
水
道
事
業
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
の
水
道
事
業
は
、
も
と
も
と
は
、

一
八
四
二
年
の
ハ

ン
ブ
ル
ク
市
の
五
分
の
一
が
焼
失
し
た
火
事
を
契
機

と
し
て
、
消
火
用
水
の
供
給
を
主
た
る
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た

（
一

（
白
川
）

八
四
八
年
に
最
初
の
上
水
道
が
操
業
を
開
始
し
た
と
さ
れ
る
）。
そ
の
後
、

順
次
水
道
が
各
都
市
で
建
設
さ
れ
て
い

っ
た

（そ
の
際
の
建
設
日
的

は
、
消
火
及
び
疫
病
予
防
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
当
初
は
水
道
建
設

・
運
営

の
コ
ス
ト
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
町
村
は
、
私
的
主
体
に
い
わ
ゆ
る
特

許
辰
吉
見
邑

g）
を
付
与
し
建
設

・
運
営
を
委
ね
て
い
た
。
そ
の
後

一
九

附
紀
末
頃
か
ら
、
都
市
社
会
主
義

（冨
口口
町田唱曲
Z
O
N
E
－Z
E凹）
の
浸
透
、
公

は
わ
か
る
が
、
明
示
的
に
は
市
町
村
の
事
務

（市
町
村
の
生
存
配
慮
）

（

ω） 

と
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
州
法
に
お
け
る
多
様
な
規
律
を
分
析
す
る

必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、

連
邦
政
府
草
案
に
お
け
る
改
正
理

由
の
中
で
は
、

公
の
水
道
事
業
が
伝
統
的
に
市
町
村
の
生
存
配
慮
の
領

（
白
山
）

域
の

一
つ
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、

結
論
と
し
て
は
、
公
の
水
道
事
業
を

（
山
山
）

市
町
村
の
事
務
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

三
各
州
に
お
け
る
公
の
水
道
事
業
に
関
す
る
多
様
な
規
律

水
道
事
業
の
主
体
と
し
て
の
市
町
村
の
役
割
に
つ
い
て
、

各
州
に
お

い
て
は
、

水
法
及
び
市
町
村
法
で
多
様
な
規
律
が
な
さ
れ
て
い
る
。
水

法
に
お
け
る

「随
意
的
自
治
事
務
」
と

「
義
務
的
自
治
事
務
」
の
区
別

を
見
た
の
ち
、
市
町
村
法
に
お
け
る
規
律
（
市
町
村
に
公
の
水
道
事
業
の

運
営
を
義
務
付
け
る
規
律
と
運
営
を
禁
止
す
る
規
律
）
を
瞥
見
す
る
と
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

H

各
州
水
法
に
よ
る
規
律
｜
｜
随
意
的
自
治
事
務
と
義
務
的
自
治

事
務
の
区
別

上
述
の
通
り
、
公
の
水
道
事
業
が
市
町
村
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
公
の
水
道
事
業
は
基
本
法
二
八
条
二
項

一
文
に
よ
る
自
治

事
務
に
分
類
さ
れ
る

（更
に
は
州
市
町
村
法
等
が
明
示
的
に
市
町
村
の
任

（

mw）
 

務
の

一つ
と
し
て
水
道
事
業
を
あ
げ
て
い
る
場
合
も
あ
る
）。

こ
の
結
果
、

市
町
村
の
自
己
責
任
を
根
拠
と
し
て
、
公
の
水
道
事
業
を
履
行
す
る
か

否
か
、
何
時
履
行
す
る
か
、
ど
の
よ
う
に
履
行
す
る
か
に
つ
い
て
の
決

一Lノ、

（第
mm巻

第
四
号）
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mm） 

定
は
、
市
町
村
の
権
限
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
連
邦
法
で
あ
る
水
管
理
法
五

O
条
一
項
の
解
釈
と
し
て

は
通
常
、
公
の
水
道
事
業
は
、
市
町
村
の
随
意
的
自
治
事
務

（当
該
事

（

ω） 

務
を
履
行
す
る
か
否
か
を
市
町
村
の
裁
量
に
委
ね
て
い
る
白
治
事
務
）
と
解

さ
れ
る
（
こ
れ
は
公
の
水
道
事
業
が
生
存
配
慮
の
任
務
の
一
つ
で
あ
る
と
明

（
初
）

文
上
で
書
か
れ
て
い
て
も
変
わ
り
は
な
い
）
。

他
方
、
上
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
公
の
水
道
事
業
に
関
す
る
立
法

は
、
競
合
的
立
法
で
あ
る
た
め
（
基
本
法
七
二
条
三
項
、
七
四
条

一
項
コ
一

二
号
）
、
州
法
に
よ
っ
て
公
の
水
道
事
業
を
市
町
村
の
義
務
的
自
治
事

（れ
）

務
（
当
該
事
務
の
履
行
を
市
町
村
に
法
律
上
強
制
し
て
い
る
白
治
事
務
）
と

す
る
こ
と
は
で
き
る
。

各
州
水
法
上
（
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
み
バ
イ
エ
ル
ン
州
市
町
村
法
）
、
公
の

水
道
事
業
を
市
町
村
の
義
務
と
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
と
、
二
ハ
の

州
は
、
以
下
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
プ
レ

l
メ
ン
市
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
、
ニ

l
ダ

i
ザ
ク
セ
ン
州
、
ザ
l
ル
ラ
ン
ト
州
、

シ
ユ
レ
l
ス
ヴ
イ
ヒ
日
ホ
ル
シ

ユ
タ
イ
ン
州
の
五
つ
の
州
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
州
で
は
、
特
段
の
定
め

が
な
い
。
そ
の
た
め
公
の
水
道
事
業
は
、
原
則
通
り
随
意
的
自
治
事
務

と
な
り
、
市
町
村
に
は
公
の
水
道
事
業
を
実
施
す
る
か
否
か
に
つ
い
て

決
定
す
る
裁
量
が
付
与
さ
れ
る
。

残
り
の

一一

州
は
、
パ

l
デ
ン
H
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
、
パ
イ
エ

が
存
在
す
る
。
こ
の
確
保
は
、
市
町
村
が
、
憲
法
上
（
〈
巾

R
g
gロ岡田’

吋巾
n
z
z
n
y）
基
礎
付
け
ら
れ
る
自
身
の
領
域
内
の
住
民
に
水
を
供
給
す

（打）

る
基
本
的
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
類
型
を

（苅）

採
用
し
て
い
る
州
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
、
ベ
ル
リ
ン
市
、
ノ
ル
ト
ラ
イ

ン
リ
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
州
で
あ
る
。
な
お
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
市
町

村
法
五
七
条
二
項
一
文
（
「
市
町
村
は
、
第
三
者
の
既
存
の
責
務

2
q
g
E－

z
n
E
r
a窓
口
）
に
関
わ
り
な
く
、
市
町
村
の
給
付
能
力
の
枠
内
に
お
い

て
、
公
共
の
福
祉
の
理
由
か
ら
必
要
と
な
る
飲
料
用
水
を
供
給
す
る
た

め
の
施
設
を
設
立
及
び
運
営
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
。
」
）
は
、

「
必
要
性
（
巾
号
E
q
r門
町
）
」
と
い
う
基
準
を
使
う
。
こ
こ
で
、
「
必
要
性
」

が
な
い
場
合
に
は
、
市
町
村
に
公
の
水
道
事
業
を
履
行
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
の
裁
量
が
存
在
す
る
。
裏
を
返
せ
ば
、

「必
要
性
」
が
あ
る
場

合
、
す
な
わ
ち
、
秩
序
適
合
的
な
水
道
事
業
が
他
の
設
備

（明言・日
n
y・

吉
田
岡
）
、
例
え
ば
私
的
な
設
備
で
は
確
保
さ
れ
な
い
場
合
に
初
め
て
、

市
町
村
固
有
の
設
備
を
設
立
・
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（補
完
性

原
則
の
法
律
上
の
具
体
化
）
o

こ
の
よ
う
な
解
釈
か
ら
、
「
必
要
性
」

基

（
乃）

準
は
他
州
の
「
確
保
」
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
公
共
の
福
祉

の
理
由
か
ら
必
要
と
な
る
飲
料
用
水
を
供
給
す
る
た
め
の
施
設
と
は
、

市
町
村
の
構
成
員
に
、
差
別
な
く
、
永
続
的
に
、
市
町
村
全
域
に
遍
く
、

そ
し
て
確
か
な
高
品
質
の
飲
料
用
水
を
適
切
な
価
格
で
供
給
す
る
施
設

（初）

を
指
す
。

界
川
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四

（

η）
 

ル
ン
州
、
ベ
ル
リ
ン
市
、
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
、
ヘ

ッ
セ
ン
州
、
メ

ク
レ
ン
ブ
ル
ク
H
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
H
ヴ
エ
ス

ト
フ

ァ
l
レ
ン
州
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
H
プ
フ
ア
ル
ツ
州
、
ザ
ク
セ
ン

州
、
ザ
ク
セ
ン
H
ア
ン
ハ
ル
ト
州
、

テ
ュ

l
リ
ン
ゲ
ン
州
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
州
で
は
、
州
水
法
（
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
み
バ
イ
エ
ル
ン
州
市
町
村

法
）
上
、
公
の
水
道
事
業
を
市
町
村
の
義
務
的
自
治
事
務
と
し
て
い

（刀
）
る
。
公
の
水
道
事
業
が
市
町
村
の
義
務
と
定
め
ら
れ
る
結
果
、
市
町
村

は
、
水
を
市
町
村
の
領
域
内
に
遍
く
供
給
す
る
こ
と
を
確
保
し
な
け
れ

（引け）

ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
義
務
的
自
治
事
務
に
な
る
と
、
市
町
村
に
は
公

の
水
道
事
業
を
履
行
す
る
か
否
か
と
い
う

「
決
定
裁
量

（開
E
R
E－中

（
乃
）

音
諸
国
巾
『
吉
巾
凹凹巾ロ
こ

が
存
在
し
・
な
い
。
他
方
、
公
の
水
道
事
業
を
ど
の

よ
う
に
履
行
す
る
か
と
い
う

「選
択
裁
量

（〉
5
耳
各
庁
『
自
2
Rロ
）」
は

（花
）

存
在
す
る
た
め
私
的
主
体
の
活
用
は
許
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら

の
州
は
、
義
務
的
自
治
事
務
の
内
容
、

す
な
わ
ち
義
務
の
実
現
の
在
り

方
に
よ

っ
て
次
の
第
二
と
第
三
と
い
う
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ

る。
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
法
律
上
、
公
共
の
福
祉
を
理
由
と
し
て
、
市

町
村
に
公
の
水
道
事
業
の
確
保
を
義
務
付
け
て
い
る
三
つ
の
州
で
あ
る

（「市
町
村
の
確
保
義
務
（
E
S
E
E
S－巾
ω庄戸巾
3
8
＝E
宮
E
R
Zこ）。

こ
の

類
型
で
は
、
公
の
水
道
事
業
が
市
町
村
内
に
確
保
さ
れ
て
い
る
限
り

で
、
市
町
村
に
公
の
水
道
事
業
を
履
行
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
裁
量

第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
、
法
律
上
、
市
町
村
自
身
が
運
営
す
る
公
の
水

道
事
業
に
よ
る
十
分
な
飲
料
用
水

（更
に
は
雑
用
水
）
の
供
給
を
市
町

村
に
義
務
付
け
て
い
る
八
つ
の
州
で
あ
る
（
「市
町
村
の
供
給
義
務

（E
B
B
E
E－巾

5
3
2宮
指
名
己
R
Z）」
）。

こ
の
類
型
で
は
、
市
町
村
に
、

公
の
水
道
事
業
を
履
行
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
裁
量
は
存
在
し
な
い

が
、
ど
の
よ
う
に
公
の
水
道
事
業
を
履
行
す
る
か
に
つ
い
て
は
裁
量
が

（
飢
）

存
在
す
る

（バ
l
デ
ン
H
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

州
、
ヘ

ァ
セ
ン
州
、
メ
ク
レ
ン
フ
ル
ク
H

フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州、

ラ
イ
ン

（
位
）

ラ
ン
ト
H
プ
フ
ア
ル
ツ
州
、
ザ
ク
セ
ン
州
、
ザ
ク
セ
ン
H
ア
ン
ハ
ル
ト
州
、

テ
ユ

1
リ
ン
ゲ
ン
州
）
。
こ
の
類
型
は
更
に
、
公
の
水
道
事
業
の
中
で

も
、
何
の
供
給
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
川
公
の
水
道

事
業
の
運
営
を
義
務
付
け
ら
れ
る
パ

l
デ
ン
H
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク

州
、
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
H
プ
フ
ア
ル
ツ
州

（こ

こ
で
は
公
の
水
道
事
業
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
な
い）、

叩
飲
料
用
水
及
び

雑
用
水

amu－一各国唱出回目
R
尽
E
n
y耳目
印
国
主
の
供
給
を
義
務
付
け
ら
れ

る
ヘ
ッ
セ
ン
州
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
H
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州、

テ
ユ

l
リ
ン
ゲ
ン
州
、

間
飲
料
用
水
の
み
の
供
給
を
義
務
付
け
ら
れ
る
ザ
ク

セ
ン
州
、
ザ
ク
セ
ン
H

ア
ン
ハ

ル
ト
州
の
グ
ル
ー
プ
に
細
分
化
さ
れ
得

る
。口

市

町

村

法
に
お
け
る

「公
の
施
設
」

公
の
水
道
事
業
の
た
め
の
市
町
村
の
施
設
は
、
市
町
村
の
公
の
施
設

J¥ 

第
四
号
）

（第
mm巻

五



ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
（
二
）
一
九

研

究（幻）

の
典
型
例
で
あ
る
。
こ
の
公
の
施
設
に
関
し
て
は
、
各
州
の
市
町
村
法

が
、
市
町
村
に

一
定
の
義
務
を
課
す
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
町

村
の
給
付
能
力
の
枠
内
に
お
い
て
、
市
町
村
の
住
民
の
経
済
的
、

社
会

（

制

）

的
及
び
文
化
的
福
祉
の
た
め
に
必
要
な
公
の
施
設
を
準
備
し
、
若
し
く

（

筋

）

は
設
立
す
る
義
務
を
、
市
町
村
は
課
さ
れ
て
い
る
（
ま
た
、
市
町
村
の

（郎
）

（幻）

領
域
に
お
い
て
自
身
の
業
務
を
履
行
し
、
若
し
く
は
規
律
す
る
義
務
を
、
市

町
村
は
課
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
全
て
を
含
め
て
、
公
の
施
設

（∞∞
）
 

の
準
備
等
と
い
う
）
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
市
町
村
は
、
自
身
の
行
政
区

画
の
土
地
に
つ
い
て
、
条
例

（ω注
目
旨
岡
）
に
よ
っ
て
公
衆
衛
生
に
関
連

す
る
上
・
下
水
道
管
等
の
公
の
施
設
の
接
続
・
利
用
強
制
を
定
め
る
こ

（
約

）

と
が
で
き
る
。

こ
の
義
務
に
関
し
て
、
既
存
の
余
所
の

（す
な
わ
ち
市
町
村
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
な
い
）
水
道
事
業
に
よ
っ
て
既
に
住
民
の
需
要
が
充
足

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
公
の
施
設
の
準
備
等
を
す
る
必
要
性
が
否
定

（川別
）

さ
れ
る
。
ま
た
、
公
の
施
設
の
準
備
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
否

か
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
ど
の
範
囲
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
必
要
性
を
顧
慮
し
た
上
で
市
町

村
の
政
策
的
裁
量
の
範
囲
内
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
前
述
の
義
務
的

（引
）

自
治
事
務
の
場
合
は
、
こ
の
政
策
的
裁
量
が
ゼ
ロ
に
収
縮
す
る
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
法
律
は
、
市
町
村
に
対
す
る
公
の
施
一
設
の
準
備
等
を
求

（川
出）

め
る
権
利
を
私
人
に
付
与
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
「
公
的
目
的
」
で
あ
る
が
、
市
町
村
が
、
公
の
水
道
事
業

を
は
じ
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
公
的
目
的
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ

（削
）

る
必
要
が
あ
る
。
更
に
、
公
的
目
的
が
、
公
の
水
道
事
業
を
必
要
と
す

（
山
山
）

る
と
い
う
こ
と
ま
で
も
要
求
す
る
場
合
も
あ
る
。

こ
こ
で
公
的
目
的
に
よ
る
正
当
化
は
、
も
っ
ぱ
ら
利
益
獲
得
の
意
図

を
伴
っ
て
実
施
さ
れ
る
活
動

（例
え
ば
市
町
村
に
よ
る
自
動
車
製
造
な

ど
）
を
排
除
す
る
に
と
ど
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
領
域
で
は
簡
単
に

（脱
）

公
的
目
的
に
よ
る
正
当
化
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
公
の
水
道
事
業
の
場

合
は
、
そ
れ
が
市
町
村
に
よ
る
生
存
配
慮
1
i
l市
町
村
の
住
民
の
健
康

や
生
活
環
境
の
形
成
に
と
っ
て
根
本
的
な
重
要
性
を
有
す
る
生
存
配
慮

｜
｜
任
務
の

一
つ
（
連
邦
水
管
理
法
五
O
条
一
項
）
を
実
施
す
る
も
の
で

（
肌

）

あ
る
こ
と
か
ら
、
公
的
目
的
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
。
（刷
）

第
二
に

「給
付
能
力

・
需
要
L

で
あ
る
が
、
こ
の
要
件
は
、
市
町
村

の
財
政
的
及
び
／
又
は
政
治
的
負
担
過
重
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ

（
陥

）
る
。
も
っ
と
も
、
市
町
村
は
地
方
税
法
に
基
づ
き
費
用
に
見
合
う

（吉田
Z
E
R
Z
E
S
使
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
負
担

過
重
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
規
定
が
問
題
と
な
る

（附
）

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

第
三
が
、
狭
義
の
経
済
条
項
で
あ
り
、

「（
：
・
・
を
除
く
）
活
動
に
際

し
て
、
公
的
目
的
が
、
私
的
提
供
者
に
よ

っ
て
同
程
度
の
品
質
か
つ
経

（附）

済
性
で
履
行
さ
れ
な
い
、
又
は
履
行
さ
れ
得
な
い
」
や
、
「
（
：
：
：
を
除

研

究
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ムノ、

日

市
町
村
法
の
「
経
済
条
項
」

市
町
村
が
公
の
水
道
事
業
を
運
営
す
る
場
合
は
、
通
常
、
州
の
市
町

（

mm）
 

村
法
上
の
い
わ
ゆ
る

「経
済
条
項
」
に
関
す
る
規
律
が
適
用
さ
れ
る
。

先
に
見
た
各
種
法
律
が
市
町
村
に
水
道
事
業
の
運
営
を
義
務
付
け
る
方

向
に
働
く
の
と
は
反
対
に
、
こ
の

「経
済
条
項
」
は
市
町
村
に
よ
る
水

道
事
業
の
運
営
を
妨
げ
る
方
向
に
働
く
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
「
経
済
条
項
」
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
が
経
済
企
業

（
唱
吉
田
門
『
島
－
w
Z
C
D
Z「
E
Y
E
S）
を
設
立

・
運
営
す
る
た
め
に
は
、

川

公
的
目
的
か
ら
企
業
を
設
立

・
運
営
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
、

ω

〔
業
務
の
〕
性
質
・
範
囲
に
も
と
づ
き
、
市
町
村
の
給
付
能
力
と
予
測

さ
れ
る
需
要
が
適
切
な
関
係
に
あ
り
、

同
〔
公
的
〕
目
的
を
他
者
に
よ

っ
て
よ
り
良
く
又
は
よ
り
経
済
的
に
履
行
さ
れ
（
得
）
な
い
と
い
う
三

（似
）（
M
N

）

要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
公
の
水
道
事
業
に
対
し
て

（%） 

「
経
済
条
項
」
を
そ
も
そ
も
適
用
除
外
と
し
て
い
る
州
や
、
水
道
事
業

（
附
引
）

．
生
存
配
慮
任
務
に
関
し
て
は
川
要
件
の
適
用
を
除
外
し
て
い
る
州
も

あ
る

（
す
な
わ
ち
条
件
が
川
と
凶
だ
け
に
な
る）
O

「
経
済
条
項
」
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
つ

い

て
は
、
設
立
時
又
は
重
要
な
拡
大
時
に
お
い
て
の
み
満
た
さ
な
け
れ
ば

（

mm） 

な
ら
な
い
と
す
る
州
と
、
永
続
的
に
こ
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

（

mm） 

ら
な
い
と
す
る
州
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

各
要
件
の
内
容
を
概
観
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

く
）
活
動
に
際
し
て
、
公
的
目
的
が
、
他
の
企
業
に
よ

っ
て
、
よ
り
良

（
間

）

い
品
質
か
つ
よ
り
経
済
的
に
履
行
さ
れ
得
な
い
」
場
合
じ
の
み
市
町
村

（削
）

が
企
業
を
経
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
狭
義
の
経

済
条
項
に
反
す
る
場
合
は
、
市
町
村
が
経
済
企
業
を
設
立

・
運
営
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
民
間
に
よ
る
設
立

・
運
営
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら

な
しこ
れ
ら
の
規
定
か
ら
、
市
町
村
は
、
あ
ら
ゆ
る
重
要
な
視
点

（例
え

ば
私
的
主
体
が
利
益
獲
得
を
目
指
し
て
効
率
性
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
、
水
道

管
の
出
定
費
が
高
い
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
民
営
化
の
経
験
か
ら
示
さ
れ
る
と

こ
ろ
の
、

民
営
化
に
よ
っ
て
品
質
が
損
な
わ
れ
得
る
、
か
つ
／
又
は
価
格
が

上
昇
し
得
る
こ
と
、
私
的
主
体
の
破
産
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
こ
と
、
私
的
主

体
に
対
す
る
規
制
・
統
制
費
用
が
僅
か
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
と
い

っ
た

（川
）

諸
事
情
）
を
纏
め
、
正
し
く
評
価
し
、
そ
し
て
市
町
村
が
私
的
主
体
と

同
程
度
又
は
そ
れ
以
上
に
活
動
を
実
施
で
き
る
か
否
か
を
、

最
終
的
に

決
定
す
る
義
務
を
負
う
。
狭
義
の
経
済
条
項
の
検
討
を
し
た
際
に
、
そ

の
検
討
の
結
果
が
違
法
と
な
る
の
は
、

当
該
結
果
が
是
認
で
き
な
い
と

（川
）

評
価
さ
れ
た
場
合
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
狭
義
の
経
済
条
項
に
反
し
て

市
町
村
が
企
業
を
経
営
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
私
的
主
体
に
、
市

（山
）

町
村
に
対
す
る
不
作
為
請
求
権
が
付
与
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

45 

な
お
以
下
で
は
、
ド
イ
ツ
の
州
に
つ
き
、
字
数
と
の
関
係
で

窃
O

（第
mm
巻

第
四
号
）
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ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
問
委
託
の
統
制

ωH5A凶
IN一口開
の
州
コ
l
ド
の

む
何
を
除
い
た
部
分
を
略
称
と
し
て
用
い

る
。
ま
た
、
の
巾
B
a
ロ
門－g
三
口
口
口
問
は
市
町
村
法
と
、
同
CE
S
Z
E曲－
D
「【同
1

ロロロ
伺
は
地
方
自
治
体
法
と
、
問
。
B
B
E
E
Z巾－Z守
q
耳
目－E
D岡
田
岡
市
認
定

は
地
方
自
治
行
政
法
と
、

問
。
g
B
E
E－〈
巾『貯∞
田口口問
及
び

穴
O
B
S
E
S－－

〈巾
「訟団的
E
ロ開明間
巾
お
お
は
自
治
体
憲
法
と、

HL
ロ【同
巾
2
q
p∞
∞
ロ
ロ
闘
は
州
憲

法
と
、
訳
す
。

（
日
明
）
こ
の
用
語
や
意
義
に
つ
き
参
照
、
服
部
高
宏

「連
邦
と
州
の
立
法

権
限
の
再
編
l
｜
ド
イ
ツ
連
邦
制
改
革
の

一
側
面
」
阿
部
照
哉
先
生
喜

寿
記
念
論
文
集

『現
代
社
会
に
お
け
る
国
家
と
法
』
（
成
文
堂
、

二
O
O七
年）

四
五
三
頁
（
四
六
五
頁
以
下
、
特
に
四
六
六
頁
以
下
）。

（灯）

当
8
8『
Z
5
E－Z
同
巾
凹巾円
2
0自
己・
叶
・
8
3
（切の∞－
－
Hω
－
M
a
g・

（必
）
「
公
の
水
道
事
業
」
は
、
下
水
処
理

（連
邦
水
管
理
法
五
四
条
二

項
）
と
は
異
な
り
、
定
義
を
さ
れ
ず
に
使
わ
れ
て
い
る
。

（
羽
）
ミ
同
ミ
ミ
E
・
4司曲師団巾『
E
E
V白－
Z
問巾帥巾
R
・
N－〉忌－－
N
C
F
m
g
E－

品一ミ－

nNHSq喜朗玄＼ミ・

e
s
p
b
3
b・
4弓
同
由
国
巾
『
町
富
田
町
田
］
窃
悶
2

3
・
ロ
・

〉ロ
P
NC
H
P
明
日
。
宮

中
一
円
切
町、
s
k
g＼
烹

h
f
s
N＼
Nh．h
h
h一
間
S
宮、
h－

S
B
団的巾
「7
白ロ
∞町白｝仲田岡
巾由巾
門N・
Nczu
明日
｛）河口

N由

（叩
）

ミ
－
Rミミ目白・白・白・
0
・
（〉ロヨ－

S
）
・m
g
尽
デ
介
内
旬
開
3
s
k
g＼
宮司

』吋
3
2
N＼句－
h・
ミ
赴
h同町芯守司
3
m
L・白・
0

（E

B－
S
）
・m
g
E－
N5・

（日
）

開『巾ロ品川凶

（
臼
）
開
『
巾
ロ
色
白
－

（臼
）
同
・
』
可
ロ
a
s
q
h
m
u一
巾
〈
巾
「
毛
色
宮
口
間
同
F
－h
z
zロ岡田門司白岡市『・
5ω
∞－∞
－
A山・一

忠
実同
－w円h
y「FznF
円山
巾
的〈
2
・
4

宅
白－Z
口
問
団『
巾
円リ『H3・
∞巳－

r
－0
・〉口出・同申
1
1
一円
ω・

ω品∞
同門

（日
）

同
・
『－
3
Hpb同河口戸
市
〈
巾
「
毛
色
宮
口
聞
と
∞
「忠弘ロロ岡田門『位向
q
L申
ω∞
・
ω・寸

（
日
）
ミ
－

Rミ
ミ
目
白
・
目
・
白
・
0
・
（
〉
回
日
－

hpsw
mg

E
・印
・

（
日
）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
の
水
道
事
業
の
沿
革
に
つ
い
て
の
以
下
の
記

（臼
）

ま
た
、
「
公
の
水
道
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
連
邦
水
管
理
法
の
他
の

条
項

（三
条
一

O
号
等
）
に
お
い
て
も
詳
し
い
規
定
が
存
在
し
な
い
。

（
併
）
な
ぜ
「
市
町
村
の
生
存
配
慮
」
と
明
記
し
な
か
っ
た
は
不
明
で
あ

る
。
そ
の
理
由
が
、
明
記
す
る
こ
と
に
よ
り
基
本
法
八
四
条

一
項
七
文

に
抵
触
す
る
か
ら
で
あ
る
と
推
測
す
る
も
の
と
し
て
、
－
h

切喜』
ぽ喜四・

白・白－

c・
（
〉
ロ
富
山
岱
）
・∞・
H
A
悼（）

（
臼
）
回
吋
』
U
g－－
E＼
HNN吋印い山

A山市山・

（
川
明
）
な
お
、

B
W
州
水
法
四
四
条

一
項
は
、
明
文
で
市
町
村
の
生
存
配

慮
任
務
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

（mw
）

前
掲
注
（
臼
）
を
参
照
。

（mm
）
H
句、鳥居
w
S
F
白・目・。・（〉
D
B・印品
）
・
ω・同日・

（
ω）
随
意
的
自
治
事
務
に
つ
き
、
参
照
、
大
橋
洋
一
『
現
代
行
政
の
行

為
形
式
論
」
（
弘
文
堂
、
一
九
九
三
年
）
二
六
五
頁
以
下
。

（拘）

b
・
同
遺
書
3
s
a『
3
H
R
E
P
－》コ
S
Z
2巾
「
ロ
ロ
四
品
2
4司出回国内
2
2
8『a

間
口
口
問
吉
∞
印
可
角
川『
ロ
ロ
ロ
品
－
8
5
2＝ロ曲一
冊
〉己同岡山
W
H
V

巾
ロ〈巾「白
D
7
5『
苫
口
町
、

∞
a

a
－－
NCO叶・
ω・円

G
・
S
－∞〈巾円

mg－o
H
gは、

「
生
存
配
慮
」
に

関
す
る
以
下
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
く

（お
巴
。
す
な
わ
ち
、

「国
家

自
身
が
、
そ
の
固
有
の
行
政
庁
を
通
じ
て
、
狭
義
の
国
家
任
務
と
し
て

引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
的
任
務
で
あ
れ
ば
、
任
務
を
私
的
主

体

へ

委

譲

す

る

こ

と

は

排

除

さ

れ

る

a
s『お岡山
ω∞－
N

∞】

（N
S））
0

」。

し
か
し
な
が
ら
、
「
そ
れ
を
超
え
て
、
基
本
法
二
O
条
二

項
に
基
づ
く
民
主
制
原
理
か
ら
ど
の
任
務
が
国
家
に
狭
義
の
国
家
任
務

と
し
て
留
保
さ
れ
得
る
か
と
い
う
こ
と
は
導
出
さ
れ
な
い
。
特
に
生
存

配
慮
の
領
域
に
お
け
る
任
務
又
は
そ
の
他
の
任
務
が
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の

任
務
が
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
強
制
的
に
直
接
に
国
家
に
よ

っ
て
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
基
本
法
二

O
条
二
項
か
ら
読
み
取
ら
れ
待
な
い
。」
0

研

de 
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ド
イ
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水
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法
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お
け
る
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間
委
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統
制

（第
mm巻

第
四
号
）

J¥ 

述
に
つ
き
、
差
し
当
た
り
次
の
文
献
及
び
そ
の
脚
注
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
文
献
を
参
照
し
た
。
LN

句、
同』室
内－
P
－g宏一
巾「巳口
問
E
ロ
島
問
巾官－－
2
5
岡

ι巾『
む
町内
巾ロ己
Fny巾ロ
4司胆叩叩巾
『〈
巾
『明。
「同
Zロ
m・
NOHO－
ω・申出
向『
・

（幻
）
な
お
、
郡
独
立
市
を
除
き
、
市
町
村
は、

州
ク
ラ
イ
ス

（
E
ロ平

青
色
帥
）
又
は
ク
ラ
イ
ス

（F
g明）
に
属
し
て
い
る
が
、
市
町
村
と
州
ク

ラ
イ
ス
又
は
ク
ラ
イ
ス
と
の
聞
で
、
公
の
水
道
事
業
の
分
配
を
ク
ラ
イ

ス
法

（貝
B
Z
2巳ロロロ間
）
に
よ
っ
て
行
、つ
こ
と
に
よ
り
、

ク
ラ
イ
ス
も

公
の
水
道
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。

〈四－－
H

句、内』室内温

白・田・0
・
（〉
ロ
ヨ
・
印
⑦
）
い

区
中
氏
但
し
、
本
稿
で
は
市
町
村
に
よ
る
公
の

水
道
事
業
に
絞
っ
て
検
討
す
る
。

（回）

〈
m
F
H
旬
、
冬
遣
問
L
・白・
0
・
（〉ロ
B
・印合
）
・
ω・
広
0
・

（日
）

tN
河
内ど
句、
遺
言
語
・

4司訟∞
巾
『〈
巾『明。『
問
己
口
同
色
白
の
巾
問
自
国
S
E
r
o
S
E
E－

E
－q
u
a
g
5
5
3
2
m
tロ・』】沼
田巾
ロ
（出
a
m
y
d弓白
Z
2
5
3
0「宮
口
問

Nd三回
n
Z
E
r
o
B
E
Z
E
F「巴島田市
E
2
2
8
a巾
ロ
ロ
己
ヨ
白
『
r
z吉田門
E
H
H
F

門
F
g
d司
2
5
5『ダ
N
O
S
－
ω・ω∞
（ω・
お
同
・
）
一
～
〈
・
手
札
h－ピ『内『釦－
E
中

「＝ロ闘牛
巾
『4
司恒明由。
『〈
巾「由。「
悶E
口
問
・
NO－品
・］｛九日品町内・

（剖）

∞〈
巾
え
の
何

ω∞－
N印∞
（凶
寸｛）
）
一切〈
巾包
の
何
品
目rω
・
品
ω
（ω・叶
∞
）
一
∞〈
巾『

d〈の
－
Z
〈当
N
日申∞
hFω
・
ω叶∞
（ω・
ωJ可申
）

（
ω）
z
d弓「
H
O
B
Hω＼品
N
N
N
U・
2
3

8
）
一ミ・

3
民社内、
＼同－

N
喜
怒
bHAJ

－μ
ユ〈血巴留
巾『巴ロ岡田
C官
民
D
口市
HHE『【同
巾
白色
巾ロ
g
n
y巾ロ
S
B∞∞
巾『〈巾『
∞
O円間一口口問的
1

E
R
E
－B
百円巾『
E
C
C口出－
g
〈巾門間］冊目門戸

N同4〈
AFN
（NCCω）
L
山
HS

（ω
同ω申
）
・

（
位
）
市
町
村
法
等
に
よ
っ
て
水
道
事
業
を
明
示
的
に
市
町
村
の
任
務
と

す
る
も
の
と
し
て、

B
Y州
憲
法
人
一二
条

一
項
、
B
B
州
自
治
体
憲
法

二
条
二
項

一文、

M
V
州
自
治
体
憲
法
二
条
二
項
、
T
H州
地
方
自
治

体
法
二
条
二
項
が
あ
る
。
さ
ら
に
州
水
法
に
よ
っ
て
水
道
事
業
を
明
示

的
に
市
町
村
の
任
務
と
す
る
も
の
に
つ
き
参
照
、
後
掲
注

（口
）0

例
え
ば
、
廃
棄
物
経
済
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
と
い
っ
た
重
要
な
任
務

が、

私
法
形
式
で
引
き
受
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
惣
起
せ
よ
。

こ
の
ほ
か
、
史
民
主
～
・

2
品
巧
B
8
n
E－P
白・

3
5口問
＼
ロ
白
河
E
R∞ユ

（甲山『∞同・
）
w閉山巾同ロロ巾門戸田口問団『巾門
FFNOHO－
ω・叶
ωω
（河口・品戸
）
七月日目、。、同
室
中

宮
崎
ふ
印0
・
s
k－∞
2
2母
国
＼
芳
司
『
g
N＼
国・』－

F由
E問問
g
g
a
（同「
叩間・
）
・

巧
目
的
国
刊
号
室
田
E
－Z
同巾
2
F
N
o－－－河口・ぉ・

ま
た
、
政
府
立
法
草
案
の
理
由
に
お
い
て
も

「公
の
水
道
事
業
が、

生
存
配
慮
の
任
務
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
は
、
公
の
水
道
事
業

が
私
的
な
任
務
の
担
い
手
を
通
じ
て
も
履
行
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と
を

排
除
し
な
い
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
回叶
a
u
g－－品＼戸
NN叶
m－
ω
2・

（
礼
）
州
市
町
村
法
等
が
、
あ
る
事
業
を
市
町
村
に
割
り
当
て
た
か
ら
と

い
っ
て、

当
該
事
業
の
実
施
が
市
町
村
の
義
務
と
な
る
わ
け
で
は
な

い
。
当
該
事
業
の
実
施
を
義
務
づ
け
る
た
め
に
は
、
別
途
法
律
に
よ
っ

て
義
務
付
け
る
必
要
が
あ
る

（
B
W
州
市
町
村
法
二
条
二
項

一
文
、
B

B
州
自
治
体
憲
法
二
条
三
項
一

文、

H
E
州
市
町
村
法
三
条

一
一項
一
文

前
段
、

M
V
州
自
治
体
憲
法
二
条
三
項
、
N
I
州
憲
法
五
七
条
四
項

一

文、

N
W州
市
町
村
法
三
条
一
項
、
R
P
州
市
町
村
法
二
条

一
項
二
文
、

S
L州
地
方
自
治
行
政
法
五
条
三
項
二
文
前
段
、

S
N州
市
町
村
法
二

条
二
項
一
文
、
S
T州
憲
法
人
七
条
三
項

一文、

S
H州
市
町
村
法
二

条
二
項

（S
H州
憲
法
五
四
条
四
項
）、
T
H州
地
方
自
治
体
法
二
条
三

項

一
文
）
。
義
務
的
自
治
事
務
に
つ

い
て
は
、

大
橋
・
前
掲
注

（的）

二
六
五
頁
以
下
も
参
照
。

（
η
）

B
B州
水
法
五
九
条
は
、
「
公
の
水
道
事
業
は
、
市
町
村
の
自
治
任

務
の

一つ
で
あ
る
よ
と
規
定
す
る
に
留
ま
る
が
、
公
の
水
道
事
業
を
実

施
す
る
義
務
的
自
治
事
務
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
参
照、

同
一
足
芯

門司之内
F
O
B
野
田
E
S
σ
E「
包
叩
丙
宮
市
巧
国
国
叩巾
「問
2
2
N－
円
一
穴
〈
忌
中日
・
ω・
品
目∞

（ω・kH
N

戸）
・

（第
mm
巻

第
四
号
）

九



研

究

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制

（悶
）

B
W
州
水
法
四
四
条
一
項

一
文
O
B

Y
州
憲
法
人
三
条

一
項、

B

Y
州
市
町
村
法
五
七
条
三
項

一
文

（但
し
飲
料
用
水
の
み
。
飲
料
用
水

に
関
す
る
定
義
に
つ
き
、
飲
料
用
水
規
則
三
条
一
号
）
。
B
E
市
水
法

三
七

a
条
一
項
。
B

B
州
水
法
五
九
条
。
H
E
州
水
法
一二

O
条

一
項

一

文
。
M
V
州
水
法
四
三
条
一
項

－
文
。
N
W
州
水
法
四
七

a
条

一
文
O

R
P
州
水
法
四
八
条
一
項
一
文
（
ま
た
、

R
P
州
は
、

R
P
州
水
法

四
八
条

一
項
二
文
に
お
い
て
、
市
町
村
は
公
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
必

要
な
設
備
（
巴
ロ
ユ
忌
宮
口
問
）
及
び
施
設
（
旨
E
m巾
）
を
建
設
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
）
o
S
N
州
水
法
四
三
条

一
項
一
文
（
但
し
飲
料
用

水
の
み
）
o
S
T
州
水
法
七
O
条

一
項
（
但
し
飲
料
用
水
の
み
）
。
T
H

州
水
法
六

一
条

一
項
一
文
。

（引
け
）
み
・
尽
ミ
ミ
ミ
－

E
－
玄
室
戸
国
2
3
n
F
2
4司
白
田
お
お
巾
凹
巾
丹
N－
NOHN
・

ω－N
印品
・

（万）同町・－同町』
HWSRH丸ミ町何時
h
・。
2
ロ
巾
宮
島
中
己
ロ
己
宍
】
寸
巾
一
目
白
E片岡白
F巾
P
U
O〈

5
8・
ω－
Sω
（ω・当日）一ミ・～吋一町内骨句、＼同

NHq町
内
雪
戸

ω
3
R
B回
忌
明
言
ロ
ロ
開

門同
巾『
与
巾
「N巾
正問
巾
口
句
H－Z
R
E巾「
己目閥的
E
C同］一門町｝州市四件
巾
ロ
E
片品
2
＝
牛
巾
ロゲ

国円
y
g
垣間師団巾
『吉田「
E
B同イ
巾ロロ
C
2間〈
S
Z
2
N
E
E
切
巾片岡町ゲ比国

N
5停
N’

－－
ny巾
。司
Z
O口一
J
Z〈巧
NN00ω
・ω－N∞同（
ω－N∞
ω）
・

（
苅
）
後
に
見
る
よ
う
に
、

B
W
州
水
法
四
四
条

一
項
一
一文、

H
E州
水

法
三
O
条
二
項
、
M
V
州
四

二
条
二
項

一
文
、
T
H
州
水
法
六

一
条
二

項、

S
N州
四
三
条
三
項
、

S
T州
水
法
七
O
条
二
項
は
、

「水
道
事
業

任
務
の
履
行
に
当
た
り
第
三
者
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て

お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
機
能
的
私
化
」
な
と
を
法
律
上
許
容
す
る
。
ま

た
、
学
説
も

「私
化
」
は
許
容
さ
れ
る
と
解
し
て
い
る
o
』JH一同
dHHRS’

h
町
、
＼
建
問
、
守
h
ミ
P
＼
叫
リ
ミ
ミ
ミ
P

∞
吊
曲
。
＝
牛
巾
『
巾
凹
〈
巾
『
毛
色
宮
口
岡
田
『
巾
円
Z
・
】］

〉口出

No－N－
E
F
S
P
ミ

b
R
P旬、＼
R
N室
内
ぎ
戸
白
・
白
・
0
・
（旨

5
・一13
・ω

N
∞ω一
ミ
同
ミ
ミ
目
白
・
白
血
0
・
（
〉
口
門
戸
怠
）・
明日。河口・印・

経
済
的
活
動
と
み
な
さ
れ
る
か
否
か
に
依
存
し
な

い
。
〈同｝・～門

的円仕草札色町’
h
h謹
白
さ
悼
＼
河
内
勾
beミ
・
穴
C
E
B
Eロ田町巾
n
y
F
E一
回

ω
n
y
B広ず

〉
担
問
出
血
ロ
ロ
＼
剛
一
一山
nyony
（
国
『
回
開
）
・
∞
巾
凹
O口《日刊「巾凹〈巾『垣血－

z＝開明『巾円｝
MF

－ω
〉己巴－

NCC∞・
Ha関白目）河口・】
CE

（剖）

H
E
州
市
町
村
法
一
九
条

一
項
、

N
I
州
自
治
体
憲
法
四
条
二

文、

S
T州
自
治
体
憲
法
四
条
二
文
（
旧
S
T州
市
町
村
法
二
条

一
項

二
文
）
。

（お）

B
W
州
市
町
村
法

一
O
条
二
項
一
文
、

B
Y
州
市
町
村
法
五
七
条

二
項

一
文

（
設
立
及
び
維
持
が
義
務
付
け
ら
れ
る
）
、
H
B市
憲
法
二一

条
一
項

一
文
（
維
持
が
義
務
付
け
ら
れ
る
）
、
N
W
州
市
町
村
法
人
条

一

項、

S
N州
市
町
村
法
二
条
一
項
、

S
H州
市
町
村
法
一
七
条

一
項
、

T
H州
地
方
自
治
体
法
一
条
四
項
一
文
。

（部）

B
B
州
自
治
体
慾
法
三
条

一
項、

S
L
州
地
方
自
治
行
政
法
五
条

一
項
。

（釘）

M
V
州
自
治
体
憲
法
三
条
一
項
。

（紛）

こ
れ
ら
す
べ
て
の
義
務
に
公
の
施
設
の
運
営
を
も
含
む
と
す
る
も

の
と
し
て
、

h
句、鳥居
waF
白・向・。（〉ロヨ・

8
）
・
ω・
H
a－－

（的）

B
W
州
市
町
村
法

一
一
条

一
項
、
B

Y
州
市
町
村
法
二
四
条

一
項

二
号
、

B
B
州
自
治
体
憲
法

二

一条
二
項、

H
B
市
憲
法
二
一
条

一
項

二
文
（
こ
こ
で
は
地
区
法
（
。
ュ
必
巾
お
R
）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
）、

H
E
州
市
町
村
法

一
九
条
二
項

一
文、

M
V
州
自
治
体
憲
法

一
五
条

一

項、

N
I
州
自
治
体
憲
法
二
二
条
、

N
W
州
市
町
村
法
九
条
、

R
P
州

市
町
村
法
二
六
条

一
項、

S
L州
地
方
自
治
行
政
法
二
二
条

一
項、

S

N
州
市
町
村
法
一
四
条

一
項、

S
T州
自
治
体
憲
法
一

一
条

一
頃、

S

H
州
市
町
村
法
－
七
条
二
項
、
T
H州
地
方
自
治
体
法
二
O
条
二
項

一

文
二
号
。
こ
れ
ら
の
州
で
は
明
示
的
に
ぶ
道
管
へ
の
接
続
・
利
用
強
制

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
S
N
州
・

S
H
州
・

T
H
州
で
は
水
道
事
業

研

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制

（二
）
二
四

究

（第
m
m巻

第
四
号
）

。

（け）

〈同－
・
2
4司戸、
H
o
a－－
ω＼
S
N
N－∞
・2
（∞・

8
）

（沼
）
た
だ
し
、
B
E市
水
法
三
七

a
条
三
文
に
よ
り
、
公
の
水
道
事
業

の
義
務
は
、
ベ
ル
リ
ン
上
下
水
道
公
社
の
義
務
で
あ
る
。

（乃）

H

旬、冬遣問唱

曲
目
。
（
〉
ロ
B
印小
）
・
ωω
岱（）門
uh
・
』門書珪雲、凡円ヤ旬、た・

同phHF
白・白・
0
・
（〉己
5
・叶
C）・
ω・
介
。
3
H
S．ま
白
書
句
切
込
む
さ
え
遣
b
S宮
s
h
h町、

NW白河司
3M円p
g
h
s
b
H的遺
SRh町内ミ
S
一弘同
M
H苦
情
問
、
戸
門
同
市
「
ヨ
＝
白
ロ
N巾
ロ
ロ
ロ
【
同
旨
「

E
E
2
2富山門
E
Zロ同＝
E
C
B
Z－寄白
m
g
g
E
N
C－玄位「
NMOO－
目
＝

毛色由。

Nzr凶C
D
【】巾『
g
m，
R
ヨ
巾
口
島
内
「
N
ロ
8
5目。ロ白『
F
巴
寄
託
可
ユ
〈
釦
門巾
ロ

σ2ι
巾
『
開
『
窓
口
ロ
ロ
m
r
c
S
E
E
S－巾
『〉口問問出
σ巾
p
k－ζ
E
N
O
O
H
ω

エ
∞

（ω
広
吋
円
程
t
N－R
∞－
E

E
∞
－N）
一
ミ
町
宮
告
－
uw虫
色
E
F
Z
E諸
国
a

rc＝
N巾凹
巴口口
巾
2

2

P
邑
2
・
8

2．
ω
品
N
F
ω
－

s．ミ
匂
守
宮
己
一
巾

〉
『
喜
師団巾
『roロ母国国
FOE－N向
者
会

（NCos
－
ω
N
C
H
G－NHN）・

（鉛
）

h
N円遺書句、
H

円
守
、
ミ
な
円
E
F
白
血
。

（〉出ヨ・吋（）
）
・ω
品a

（別）

B

W
州
水
法
四
四
条

一
項
二
文
は
、
公
の
水
道
事
業
の
組
織
形
式

を
自
由
に
選
択
で
き
る
と
し
か
定
め
て
い
な
い
が
、
第
三
者
に
委
託
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
国
ー名
門
ず
り
E
H印＼
ω示。・
ω
】品目

（
幻
）
な
お
、
R
P
州
は
、
二
O
一
五
年
改
正
前
ま
で
は
確
保
義
務

（旧

州
水
法
四
六
条

一
項

「郡
に
属
さ
な
い
都
市
、
連
合
に
属
さ
な
い
市
町

村
及
び
市
町
村
連
合
は
、

自
治
行
政
の
義
務
的
任
務
と
し
て
、
火
災
防

護
の
た
め
の
消
火
用
水
の
維
持

2
2
E
E
a）
を
含
む
公
の
水
道
事

業
を
、
自
身
の
領
域
内
に
お
い
て
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
：：

・乙

で

あ
っ
た
が
、
現
佐
で
は
供
給
義
務
に
変
更
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

（
回
）
例
え
ば
、
均
H
M
d
H
R
a
h同尺
＼
烹
同
s
h
a
S＼吋
リ
ミ
S
F
白目出。
・
（〉口
5
・

吋品
）－

E
－
Nω
∞
4hhe
切
実
h
F
m。
E
B
E
E
r－2
z
・
印
〉
己国－－

NCH
P
即
日∞
宮

な
お
公
の
施
設
と
い
う
性
質
は
、
水
道
事
業
の
た
め
の
市
町
村
の
施

設
が
と
の
よ
う
な
法
形
式
で
運
営
さ
れ
て
い
る
か
、
八
ム
の
水
道
事
業
が

と、

S
T州
で
は
公
の
水
道
事
業
と
な
っ
て
い
る
）。

（叩
）
国
巾回
∞〈の
Z
－河内同何回申申
…yω
・
】品
ω
（ω－－h片山）

（
引
）
さ
ら
に
、
市
民
に
と

っ
て
公
の
水
道
事
業
が
特
別
な
意
義
を
有
す

る
た
め
、
随
意
的
自
治
事
務
で
あ
っ
て
も
政
治
的
裁
量
が、

事
実
上
ゼ

ロ
に
な
る
と
説
く
者
と
し
て
、
同
同
込
書
ミ
ミ
ミ
HNHh－白血（）

（〉ロヨ・

3
）・

ω
由
討
円
一
ミ
ヨ
同
町
芝
、
＼
同

N
ミ
HbbF
白・国－C
－
五
回
目
・

2
）
・
ω・
広
三
－

（幻）

一
般
論
と
し
て
、

h
－
P
ミ・

0
2門的
n
Z曲目〈
O
B
E
E
S一3nZFω
・

〉
E
白

NCB．
E
．
日
品
一
河、－

U
H叫
S
h町、
＼
更
同
町
、
荷
ミ
骨
＼
叫一ミ白
3
3
・
2
0

（旨】『
Hd
叶品
）－
p
d・
N品
N
こ
れ
に
対
し
、

h
N
Wミ
旨
喜
h

・白・白
・0
（旨】
5
・
印酌）
－

m－
H
8・
ωωω
申
R
は
こ
れ
ら
の
法
律
で
は
な
く
、
基
本
権
か
ら
請
求
権

を
付
与
し
よ
う
と
試
み
る
。

（
回
）
市
町
村
法
の

「経
済
条
項
」
に
つ
き
、
差
し
当
た
り
参
照、

人
見

剛

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
市
町
村
生
活
基
盤
配
慮
行
政
の

（再
）
公
営

化
」
清
水
誠
先
生
追
悼
論
集

『日
本
社
会
と
市
民
法
学
』（
日
本
評
論

社、

二
O
一
三
年
）
三
九
九
頁
（
四

一
二
頁
以
下
）。
更
に
参
照
、
ミ
－

NWHhaF
出・白・
0
（旨

5
∞
ω）
ふ
コ
宮
色
町
内
・

（
似
）
な
お
同
の
要
件
は
「
補
完
性
条
項
」
と
言
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

参
照
、
国
間
口
，
E
C
Z
5＼N
怠
ω・
ω－
g－
人
見
・
前
掲
注

（回
）
四

一
二

頁
。
し
か
し
な
が
ら
、

「補
完
性
」
原
理
を
、
個
人
の
自
助
を
援
助
す
る

た
め
の
、
種
々
の
社
会
単
位
相
互
の
権
限
分
配
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら

ば、

「経
済
性
」
の
み
に
着
目
す
る
問
要
件
を
「
補
完
性
条
項
」
と
解
釈

す
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
川
要
件
を

「狭
義
の
経

済
条
項
」
と
呼
ぶ
。
「
補
完
性
原
理
」
に
関
し
て
は
、

参
照
、
服
部
高
宏

「
『補
完
性
原
理
』
に
つ
い
て
の
覚
書
き
」
平
野
仁
彦

・
亀
本
洋

・
川
漬

昇
編

『現
代
法
の
変
容
」
（
有
斐
閣
、
二
O
一
三
年
）
二
四
一
頁

（特
に

二
丘
一
頁
以
下
）
。

（
%）

例
え
ば
、
S
H
州
市
町
村
法

一
O
一
条。

S
L
州
地
方
自
治
行
政

（第
m
m巻

第
四
号
）



叫
明

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
（
二）

二
五

究

法
一
O
八
条
。

（
%
）

B
W
州
（
B
W
州
市
町
村
法

一
O
二
条
四
項
一
文
、

B
W
州
水
法

四
四
条
一
項
一
文
）
o
H
E
州

（H
E州
市
町
村
法
二
二
条
二
項

一

文
一
号
、
H
E
州
水
法
一二
O
条

一
項）
。
S
N
州
（
S
N
州
市
町
村
法

九
四

a
条
三
項
一
号
、

S
N州
水
法
問
三
条

一
項
一
文
）0

B
B
州
は
、
旧

B
B
州
市
町
村
法
（
品－

E
E
8
8
5〈恩－－＼
Cω

ω
q
N
））
一

O
一
条
二
項

一
号
及
、
び
B
B州
水
法
五
九
条
で
は
、
市
町

村
法
の

「
経
済
条
項
」
は
適
用
除
外
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
行
B
B

州
自
治
体
憲
法
九

一
条
で
は
適
用
除
外
規
定
が
削
除
さ
れ
て
い
る

（こ

こ
で
は
、

公
の
水
道
事
業
は
も
と
よ
り
、
廃
棄
物
処
理
や
下
水
処
理
等

の
義
務
的
任
務
も
経
済
的
活
動
に
含
ま
れ
て
い
る
）
。

M
V
州
は
、
旧
M
V
州
自
治
体
憲
法
六
八
条
二
項

一
文

一
号
及
び
州

水
法
四
三
条

一
項

一
文
で
は
、
市
町
村
法
の

「
経
済
条
項
」
は
適
用
除

外
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
二

O
一
一
年
の
法
改
正
に
伴
い
、

M
V
州
自
治

体
憲
法
六
八
条

一
項
二
文
、

三
項
で
は
、

運
営
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
施
設
に
つ
い
て
も
経
済
企
業
と
み
な
さ
れ
、
適
用
除
外
で
は
な
く

な
っ
た
。

（W
）

B
Y州

（B
Y
州
市
町
村
法
六

一
条
二
項
二
文
、
八
七
条
一

項

一

文
四
号
。
同
法
六

一
条
二
項
二
文
の
「
私
化
」
検
討
義
務
に
関
す
る
解

説
と
し
て
、
み
・
阿
菖
遣
さ
S
h司
3
．
雪
芦
田
・国
・0

（旨

5
・叶
O
）
・ω
N・）
o
N

I
州

（N
I
州
自
治
体
憲
法

二
二
六
条

一
項
三
文
。
な
お
、
州
政
府
草

案
（
冨
戸
、叶・
0
3・
5
＼N
印H
C
）
で
は、

公
の
水
道
事
業
に
関
し
て
補
完
性

条
項
の
適
用
除
外
は
な
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
内
務
省

・
ス
ポ
ー
ツ

省
に
よ
る
決
定
勧
告
（
Z
－
E，
lo
g－
g
＼出
回C
）
の
際
に
公
の
水
道
事
業

に
関
し
て
補
完
性
条
項
の
適
用
除
外
が
な
さ
れ
て
い
る
）
o
N
W州

（N

W
州
市
町
村
法

一
O
七
条

一
項
一
文
三
号
）O
R
P州

（R
P州
市
町
村

法
八
五
条

一
項

一
文
三
号）
。
S
T州

（S
T
州
自
治
体
憲
法

一
二
八
条

（州出）

ミ－
NWNhw崎
F

白・出・
0
・
（〉
ロ
B
－∞ω
）
ふ
コ

E
・
8
・

（問）

tN

旬、同
p
w
S
F
白・白・
0
・（〉ロヨ・印出
）wω
・ω
叶0
・

（剛）

B
W
州
市
町
村
法
一

O
二
条

一
項
二
号
、
B
Y
州
市
町
村
法
八
七

条
一
項

一
文
二
号
、
B
B
州
自
治
体
憲
法
九
一

条
二
項
二
号
、
H
E
州

市
町
村
法

二
二

条
一
項
一
文
二
号
、
M
V
州
自
治
体
憲
法
六
八
条
二

項
一
文
二
号
、
N
I
州
自
治
体
憲
法

一二一
六
条
一
項
二
丈
二
号、

N
W

州
市
町
村
法

一
O
七
条
一
項
一
文
二
号
、
R
P州
市
町
村
法
八
五
条

一

項
一
文
二
号
、
S
L
州
地
方
自
治
行
政
法

一
O
八
条

一
項
二
号
、
S
N

州
市
町
村
法
九
四
a
条
一
項
一

文
二
号
、
S
T州
自
治
体
憲
法
一
二
八

条
一
項

一
文
二
号
、
S
H
州
市
町
村
法

一
O
一
条
一
項
二
号
、
T
H
州

地
方
自
治
体
法
七
一

条
二
項
二
号
。

（
四
川
）
ミ
句
史
、
吋

F
E・o・（旨
5
・∞
ω
）ふ
コ

E
・
8
・

（川間）’
h

匂
高
p
w
S
F
白・白・。・（〉出自・印品
）u
ω
ω
U
1
N・

（間）

B
W州
市
町
村
法
一

O
二
条

一
項
三
号
、
B
Y
州
市
町
村
法
八
七

条
一
項

一
文
四
号
、
H
E
州
市
町
村
法

＝

二

条
一
項

一
文
コ戸方
、
M

V
州
自
治
体
憲
法
六
八
条
二
項

一
文
三
号
、

N
I
州
自
治
体
憲
法

一
三
六
条
一

項
二
文
三
号
、

R
P
州
市
町
村
法
八
五
条
一
項

一
文
三

号、

S
L州
地
方
自
治
行
政
法

一
O
八
条

一
一項
三
号
、

T
H州
地
方
自

治
体
法
七

一
条
二
項
四
号
。

こ
の
条
項
が
導
入
さ
れ
た
理
由
に
つ
き
、
例
え
ば
、
国
閉
山
口
，
b
a－

－品＼
N
品晶一戸

ω・日申
・

（山間）

B
B
州
自
治
体
憲
法
九

一
粂
三
項

一
文、

N
W
州
市
町
村
法

一
O
七
条

一
項

一
文
一
二
号
、

S
N州
市
町
村
法
九
四

a
条

一
項
一
文
三

号、

S
T州
自
治
体
憲
法
二
一
八
条

一
項

一
文
三
号
、

s
H州
市
町
村

研

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制

（二）

二
六

究

（第
mm巻

第
凶
号
）

一一
一

二
項
一

文
。
更
に
、
旧
S
T州
市
町
村
法
一

一
六
条
二
項

一文）。

T
H

州
（
T
H
州
地
方
自
治
体
法
七
一
条
二
項
四
号）
。

（Mm
）

B
W州

（B
W
州
市
町
村
法

一
O
二
条
一
項
）
O
B
Y
州
（
B
Y州

市
町
村
法
八
七
条

一
項

一
文）
。
N
I
州

（N
I州
自
治
体
法

一一二
六
条

一
項
二
文
）O
R
P州
（
R
P州
市
町
村
法
八
五
条
一
項
）
。
S
L州

（S

L
州
地
方
自
治
行
政
法

一
O
八
条

一
項）
o
S
N
州

（S
N州
市
町
村
法

九
四

a
条

一
項

一
文
）
。

S
H
州

（S
H
州
市
町
村
法

一
O
一
条

一

項）
o
T
H州
（
T
H州
地
方
自
治
体
法
七

一
条
二
項）。

な
お
S
L
州、

S
N
州
で
は
設
立
時
又
は
重
要
な
拡
大
時
の
他
に
、

企
業
の
引
継
時
及
び
企
業
へ
の
参
加
時
も
問
題
と
な
る
。
B
W
州、

B

Y
州
、
N
I州
、
R
P
州
、
S
H
州、

T
H
州
で
は
、
設
立
時
又
は
重

要
な
拡
大
時
の
他
に
、
企
業
の
引
継
ぎ
時
も
問
題
と
な
る
。

（mw）

B
B州

（B
B州
自
治
体
法
九

一
条
二
項
及
び
九
二
条

一
項
）
o
H

E
州

（H
E州
市
町
村
法
＝

二

条

一
項

一
文
）。

M
V
州

（M
V
州
自

治
体
憲
法
六
八
条
二
項

一
文
）
o
N
W
州
（
N
W
州
市
町
村
法

一
O
七

条
一
項
）
o
S
T州
（
S
T州
自
治
体
憲
法

一
二
八
条

一
項

一
文
（
旧
S

T
州
市
町
村
法

一一

六
条

一
項

一
文
））。

（削）

B
W
州
市
町
村
法
一

O
二
条

二
項

一
号、

B
B
州
自
治
体
憲
法

九

一
条
二
項

一
文
、
H
E州
市
町
村
法

二

二

条

一
項

一
文

一
号
、
M

V
州
自
治
体
憲
法
六
八
条
二
項

一
文

一
号、

N
I
州
自
治
体
憲
法

一
三
六
条

一
項
二
文
一
号
、

R
P
州
市
町
村
法
八
五
条

二
項
一
文

一

号、

S
L
州
地
方
自
治
行
政
法

一
O
八
条

一
項

一
号
、
S
N州
市
町
村

法
九
四

a
条

一
項

一
文
一
号
、
S
T州
自
治
体
憲
法

一
二
八
条

一
項

一

文

一
号、

S
H
州
市
町
村
法

一
O
一
条

一
項
一
号
、
T
H
州
地
方
自
治

体
法
七
一

条
二
項
一
号
。

（山川）

B
Y
州
市
町
村
法
人
七
条

一
項

一
文

一
号
、

一
O
七
条

一
項

一
文
一
号
。

N
W
州
市
町
村
法

法

一
O
一
条

一
項
三
号
。

（
間
）
な
お
、
前
者
を
真
正
補
完
性
条
項
、
後
者
を
不
真
正
補
完
性
条
項

と
い
う
こ
と
も
あ
る

（〈
の
の
芯
ロ
g
w
Z〈
唱
N
’
男
知

N
O
O印・
ω
N
OH

G
－N
OH

円
）
・
た
だ
し
、
前
掲
注

（
例
）
で
述
べ
た
と
お
り
、

「補
完
性
条
項
」
と

呼
ぶ
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（川
）

B
Y
州
市
町
村
法
六

一
条
二
項
二
文
の
「
私
化
」
検
討
義
務
に
関

す
る
解
説
で
は
あ
る
が
、
み
・
阿川遺書問、見込
B
M
可、凡な円』
6
F
白・曲
・0
・
（〉ロ
B
・
3
）
・

ω・
N
円
・

（
川
）
ミ

切
さ
同
F

白血・
0
・（
旨

5
・∞
ω
）
－
mq
E
怠

な
お
、
こ
こ
で
挙
げ

て
い
る
諸
要
素
を
総
合
考
慮
す
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
に
よ
る
水
道
事

業
の
設
立
・

運
営
が
許
さ
れ
る
か
不口か
は、

一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
不

確
か
で
あ
り
、

個
別
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ

ら
の
諸
要
素
を
総
合
考
慮
す
る
と
、

「狭
義
の
経
済
条
境
」
と
の
関
連
で

は
、
お
よ
そ
市
町
村
が
経
済
企
業
を
設
立

・
運
営
す
る
こ
と
は
正
当
化

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
〈
伺
－－h
N川喜喜四
R
H

．
s・h
勺
ミ
言
ど
・
白
色
・
。
・（
旨戸
H
H
M

・
叶O
）・

印・
N
『・

（山）

B
W
州
市
町
村
法
一

O
二
条

一
項
三
号
に
つ
い
て
、
〈
の
回
∞
只

Z
〈耳
N1mHN
N
o
g
－ω
・
吋
広

（∞
己
日
）

H
E
州
市
町
村
法

三

二

条

一
項

一
文
正
一号
に
つ

い
て
、
富
山
口
，b
g・
5
＼
虫
色

ω・
3
・
他
十刀
、
第
三
者

保
護
機
能
を
否
定
し
た
も
の
と
し
て、

旧
B
B
州
市
町
村
法

（品
－
E
E

N
S
ω

（の
〈
回
目
＼
O
ω
ω

ロN
））

一
O
O
条
三
項
一

文
に
つ
い
て
の
〈
。

司
♀
＆
白
P
∞
g
nZ
J
N
N
申・ミ

8
2・〉
N
－L
N
F
S
H＼
室
な
ど
が
あ
る
。

（つ
づ
く
）

（第
mm巻

第
四
号
）
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